
審議会等の議事の要旨（要点） 

（基本情報） 

会議名称 第５回 立川市地域福祉推進委員会・第５次立川あいあいプラン 21 推

進委員会 合同会議 

開催日時 令和３年５月 27 日（木曜日）午後６時 00 分～８時 15 分 

開催場所 立川市総合福祉センター ２階視聴覚室（オンライン開催） 

次第 1.2021 年度新任担当者及び委員長あいさつ 

2.前回の振り返り 

3.今年度委員会のスケジュールについて 

4.重点推進事項の進捗報告 

5.３つの重点推進事項の目標達成に向けた具体的取組みの検討 

 A グループ「地域福祉アンテナショップの設置」  

 B グループ「地域福祉コーディネーターの活動強化」  

 C グループ「まるごと相談支援」 

6.グループワーク発表 

7.委員長よりコメント 

8.その他、次回日程等 

配布資料 1．重点取組「『まるごと』相談支援」および「地域福祉コーディネー

ターによる地域づくり（活動強化）」に関する検討資料 

2. 立川市地域福祉アンテナショップ設置要綱（案） 

3．2021 年度 立川市地域福祉推進委員会・第５次立川あいあいプラン

21 推進委員会 合同会議 スケジュール(案) 

4．施策目標（例） 

5．第５次立川あいあいプラン 21 事業推進のための参考指標 

6．地域福祉推進のための指標づくり報告書 

7．重点推進事項にかかる評価指標案 

出席者 ［委員］ 

熊田博喜（委員長）、宮本直樹（副委員長）、石田芳朗、井村良英、 

菊池萌、菅根浩子、高田利花、野々久美子、藤原紀子、宮﨑彩乃、 

文淑礼、山川清隆 

［事務局］ 

＜立川市＞白井貴幸（福祉総務課長）、高橋知宏（地域福祉推進係長）、

辻陽平（地域福祉推進係） 

＜立川市社会福祉協議会＞ 

山本繁樹（地域活動推進課長）、枝村珠衣（主幹）、 

伊藤尚拡、桒野恵莉菜（経営総務係）、柳澤実（地域づくり係長）、 

小林理哉、高橋美季（地域づくり係） 

＜オブザーバー＞ 

伊藤和香子（立川市福祉保健部高齢福祉課地域包括ケア推進係長）  

公開及び非公開 公開 

傍聴者数 ０人 

会議結果 次回は令和３年７月 29 日(木)午後７時 00 分～９時 00 分、立川市役所

で第６回委員会を開催。３つの重点推進事項の目標達成に向けた具体



的取組みについて引き続き検討する。 

担当 立川市社会福祉協議会 地域活動推進課 

電話 042-529-8300（代表） 

 

主な意見、質疑応答 

 

【７.委員長よりコメント】 

＜委員長＞今回いただいた意見を集約して、もう一度検討する時間を設ける必要がある。

もう少し時間をかけてストーリーを組んでいく必要がある。 

      

     グループワークの発表に対する委員長のコメント 

〇地域福祉アンテナショップの設置について 

ダイバーシティの促進と、周知方法についての内容だった。ダイバーシティに

ついては、「行くと元気になる」というストーリーが大事である。 

 

〇地域福祉コーディネーターの活動強化について 

ストーリーを作り込んでいく中で、住民がコーディネートするという可能性を

開いても良いのではないかということ、地域福祉コーディネーターを増やすだ

けではなく、地区を 12 地区まで小さくして各地区に配置すること、皆でストー

リーを作り出せる場所を作り込んでいくことが大事であるということを示して

もらった。 

 

〇まるごと相談支援について 

ソフト面とハード面で整理してもらった。ソフト面では、共感や感度の良さ、

人材の育成が大事。それを測る指標として、例えば「この子を地域で支えてほ

しい」というように、地域にお願いができるようなことが増えると、まるごと

相談支援が進んでいるということにつながるのではないか。 

ハード面では、地域福祉アンテナショップと同じように、場所を増やすだけで

はなく、わかりやすくする必要がある。目標達成において、ネーミングが一つ

重要になってくると思われる。また、外国ルーツの子どもたちが見落とされや

すい。達成へのストーリーの中に、どのように位置付けていくか。 

 

                                     以上 












